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研究成果の概要（和文）：本研究は，がん医療に従事する看護師の共感疲労予防に焦点を当て行われた。まず，
患者のがんにまつわる出来事およびそれに対する看護師の認知的反応と共感疲労との関連について量的検討を行
った。分析対象者は，国内のがん診療連携拠点病院3施設にて勤務する看護師計536名であった。分析の結果，
「患者に生じた出来事」および「看護師の認知的反応」に関するカテゴリーのうち，共感疲労に直接的または間
接的に影響を与えるカテゴリーが特定された。次に，これらの知見を元に教育用ツールの作成を行った。これら
の成果により，がん医療領域の看護師に対して，根拠に基づいた知見を提供できる体制が整えられたといえる。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the prevention of compassion fatigue among nurses 
involved in the field of oncology. Initially, a quantitative study was conducted to investigate the 
process by which cancer-related events experienced by patients contribute to the occurrence of 
compassion fatigue, mediated by the cognitive reactions of nurses. The participants consisted of a 
total of 536 nurses engaged in specialized cancer hospitals located in three prefectures of Japan. 
Subsequent to the analysis, specific categories within "patients' cancer-related events" and "
nurses' cognitive reactions" were identified as directly or indirectly related to compassion 
fatigue. Following that, educational materials were developed based on these findings. These 
outcomes have established a framework for disseminating evidence-based knowledge to nurses in the 
field of cancer care.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 共感疲労　がん医療　看護師　二次的トラウマティックストレス　教育用資材
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで，国内外のがん医療領域において，共感疲労という現象は経験的には広く認められていたにも関わら
ず，その詳細についての実証的な検討は少なく，特に日本に関して言えば，あまり行われてこなかった。そのよ
うな意味で，学術的には，日本人を対象として共感疲労の関連要因，具体的には患者に生じる出来事および看護
師の認知的反応を実証的に特定できた点，また，社会的には，研究成果を教育ツールとして手に取ることのでき
るかたちにし，がん医療現場の看護師の共感疲労予防に繋げることが可能となった点が，本研究のもつ大きな意
義と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年，がん医療領域で，共感疲労（compassion fatigue, 以下 CF）が注目を集めている。CF と

は，患者をケアする中で，相手の苦痛な体験を見聞きし，それによって患者と同様の苦痛な状態
に陥ることを指す。特に，患者との接触頻度が高く，心身の距離も近い看護師は，がん患者のト
ラウマティックな出来事に度々曝露されることとなり（Ablett & Jones, 2007; Quinal et al., 2009），
その 30％前後が CF の高リスク群にあたることが指摘されている（Abendroth & Flannery, 2006; 
Potter et al., 2010）。CF は，看護師の健康状態に直接的な影響を及ぼす（Hegney et al., 2014）のみ
ならず，生産性低下や離職を通じて間接的にがん患者にも影響を及ぼす（Pfifferling & Gilley, 2000）
ことから，がん医療に従事する看護師の共感疲労予防は，医療現場にとっての喫緊の課題といえ
る。 

CF の予防を考える上では，その発生メカニズムの理解が重要である。CF の発生に不可欠な要
因として，「継続的な患者との接触」が挙げられている（Figley,1995; 2002; Jackson & Warren, 2012）。
また，混乱したスキーマの理解が CF 予防には重要との指摘（Huggard, 2003; Pearlman & Saakvitne, 
1995）や，看護師の信念，期待，想定の変化が CF に特徴的なサインであるとの指摘（Sabo, 2011）
も併せて考えると，患者との接触と CF との関連には認知的変数が介在していることが窺われ，
よって，共感疲労の発生を考える上では，患者と継続的に接する中で，看護師にどのような認知
的反応が生じるかに着目することが必要となる。しかし，CF の発生における認知的評価の役割
への言及はみられているものの，実証的なモデル呈示には至っていない（Coetzee & Laschinger, 
2017）のが現状である。 
このような背景を受け，福森ら（2016），Fukumori et al.（2018）では，看護師の CF のきっか

けとなるがん患者の出来事とはどのようなものか，そして患者の出来事に曝露した看護師には
どのような認知的反応が生じるかについて，インタビュー調査データを用いた質的検討が行わ
れた。その結果，患者に生じる出来事としては，「病状の悪化」，「治療の難航」などが，また，
看護師の認知的反応としては，「専門職としての不全感」，「自身の身辺への思案」などの 11 カテ
ゴリーが抽出された（福森ら，2016；Fukumori et al., 2018）。ただし，これらの研究には，カテゴ
リーの妥当性が質的検討のみに依っていることや，出来事－認知的反応－共感疲労間の関連性
を示せていないことなどの課題も認められた。よって，それらの課題を克服するためには，量的
データを元にした検討が必要である。そしてさらには，そこから得られた知見をもとに教育ツー
ルを作成し，がん医療領域で働く看護師に提供することで，我が国におけるがん医療従事者に向
けての警鐘を鳴らすのみならず，具体的な支援システム構築に繋がるものと考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では，（1）先行研究（福森ら, 2016；Fukumori et al., 2018）で得られたカテゴリーの妥当

性を量的に検討すると共に，がんにまつわる患者の出来事および看護師の認知的要因に焦点化
した共感疲労の発生プロセスを示し，共感疲労に繋がるリスク要因を特定すること，（2）特定さ
れたリスク要因をもとにした共感疲労予防用教育ツールの開発を行い，実施可能性を検討する
こと，という 2 点を目的とした。なお，（1）に関しては，Hofmann（2014）の認知行動モデルに
基づき，「きっかけ」（患者に生じた出来事）－「状態的認知」（看護師の認知的反応）－「主観
的体験／身体症状／行動的反応」（看護師の CF）という順序・枠組みで仮説モデルを構成した。 
 
３．研究の方法 
研究 1 患者に生じるがん体験に関する質的分析 
調査対象者および手続き：福森ら, 2016；Fukumori et al., 2018 の 2 次解析であり，調査対象者や
手続きに関してはそれらの研究と同様である。分析は，内容分析（content analysis）を行った。 
 
研究 2 共感疲労の生起に関わるモデルの検討 
調査対象者：関東，関西，四国の 3 県にあるがん診療連携拠点病院にてがん医療に従事する看護
師を対象に，質問紙調査を実施した。計 1018 部の質問紙を配付し，545 部を回収した。そのう
ち，「協力しない」にチェックを入れて返送された 6 部および白紙回答 3 部を除き，最終的に 536
名（男性 28 名，女性 508 名，平均年齢 37.40±10.87 歳）から回答が得られた。なお，調査に先立
ち，想定するパスモデルを元にサンプルサイズの計算を行ったところ，RMSEA を.05 に設定し
た場合，必要例数は 502 例であった。 
 
調査内容： 
（1）がん患者に生じた出来事：看護師から見たがん患者の苦痛な出来事を測定するため，研究
1 の内容分析結果をもとに作成された 11 項目に，有識者（臨床経験豊富な看護師）4 名による内
容妥当性検討過程で追加された 4 項目を加えた，計 15 項目（5 件法）を用いた。 
（2）看護師の認知的反応：がん患者に生じた出来事に対する看護師の認知的反応を測定するた
め，質的分析結果（福森ら, 2016；Fukumori et al., 2018）をもとに作成された，計 40 項目（5 件



法）を用いた。 
（3）共感疲労：ProQOL-JN（福森他，2018）を用いた。この尺度は，Professional Quality of Life 
Scale version 5（ProQOL-5；Stamm, 2010）の日本語版であり，わが国の看護師を対象に開発され
たものである。看護師がストレスフルな出来事を経験する患者を援助することにより生じる影
響について測定することを目的としており，「共感疲労」，「共感満足」，「バーンアウト」の下位
尺度各 10 項目，計 30 項目（5 件法）から構成される。 
（4）基本属性：性別，年齢，最終学歴，臨床経験年数，がん医療経験年数，新型コロナウィル
ス感染症（COVID-19）患者の看護経験（感染者の看護経験および看取り経験），労働時間（過去
1 ヶ月における労働時間数），主に従事する診療科，について尋ねた。 
 
調査手続き： 
各医療機関に研究代表者もしくは研究分担者が連絡の上，病院長または看護部長に対し，調査

協力についての説明・依頼を行った。各科の看護師長には，看護部会議の場で看護部長を通して
協力を求めた。了承が得られた後，各機関に所属する看護師に調査用紙を留置き法にて実施・回
収した。なお，調査実施にあたっては，研究代表者の所属機関および要請のあった調査先医療機
関の研究倫理委員会の承認を得た。 
 
データ分析： 
（1）がん患者に生じた出来事に関するカテゴリ合成 
（2）看護師の認知的反応の項目群の因子分析（探索的因子分析・確証的因子分析） 
（3）「出来事→認知的反応→共感疲労（専門職の QOL）」というモデルに関する共分散構造分析 
 なお，確証的因子分析および共分散構造分析の推定は WLSMV 推定で行い，欠測は各モデル
に含まれる変数についてリストワイズ削除によって処理した。 
 
４．研究成果 
研究 1 
抽出されたコンテント数は 105 であった。そこから 11 のサブカテゴリーが特定され，それら

はさらに 4 のカテゴリーに分類された。それらのカテゴリーは，「病状の悪化」，「医師からの悪
い知らせ」，「治療の難航」，「家族とのすれ違い」であった。次いで，研究内容や手順を知らない
判定者 2 名が各構成要素の出現の有無を個別に判断した。その結果，Kappa 係数は.89 となった。
最後に，2 名の判定者が，不一致箇所について協議を行い，最終的な判断を行った。そしてその
結果に基づき，各構成要素およびカテゴリーの出現頻度が算出された。参加者の中で特に出現頻
度が高かったサブカテゴリーは，「がんの症状が悪化する」（n＝20，67％），「痛みのコントロー
ルがうまくいかない」（n＝11，37％），「がんの診断を受ける」（n＝10，33％）であった。また，
各カテゴリーの出現頻度は，「病状の悪化」（n＝20，67％），「医師からの悪い知らせ」（n＝19，
63％），「治療の難航」（n＝18，60％），「家族とのすれ違い」（n＝6，20％）であった。 
これらの分析によって得られたカテゴリーおよびサブカテゴリーをもとに，研究 2 で使用さ

れる尺度項目案が作成され，それらの項目について有識者 4 名による内容妥当性の検討が行わ
れた。 
 
研究 2 
（1）対象者の属性 
 対象者の最終学歴は，専門学校 277 名（51.7%），短期大学 37 名（6.9%），4 年制大学 193 名
（36.0%），大学院修士課程 12 名（2.2%），大学院博士課程 3 名（0.6%），その他 7 名（1.3%），
未記入 7 名（1.3%）であった。また，主に従事する診療科は，外科 202 名（37.7%），内科 171 名
（31.9%），外科・内科混合 97 名（18.1%），緩和ケア 16 名（3.0%），その他 30 名（5.6%），未記
入 20 名（3.7%）であった。 
 対象者の免許取得後の経験年数の平均値は 14.02±10.35年（中央値 12 年）で，がん医療に従事
した総年数の平均値は 10.77±8.83年（中央値 9 年）であった。また，過去 1 ヶ月間における平均
労働時間は 175.79±145.70時間（中央値 160 時間）であった。 
 COVID-19 患者に対する看護経験については，「なし」が 420 名（78.4%），「あり」が 114 名
（21.3%），未記入が 2 名（0.4%），看取り経験については，「なし」が 435 名（81.2%），「あり」
が 97 名（18.1%），未記入が 4 名（0.7%）であった。 
 
（2）がん患者に生じた出来事に関するカテゴリ合成 
出来事変数については，因子分析モデルには当てはまらないため，先行研究の質的分析により

理論的に規定される項目群の平均値をとり，観測変数として扱った。その際，有識者による内容
妥当性検討過程で追加された項目については，専門家間での討議の上で既存カテゴリに割り当
て，そこには該当しないと判断された項目は，新規カテゴリとして独立して扱うこととした。そ
の結果，追加項目の 1 項目（項目 8）は「治療の難航」カテゴリに，また残りの 3 項目（項目 6，
9，11）は，「自律性の喪失」という新規カテゴリに割り当てられた。最終的なカテゴリは，「病
状の悪化」，「医師からの悪い知らせ」，「治療の難航」，「家族とのすれ違い」，「自律性の喪失」の
5 つとなった。 



 
（3）看護師の認知的反応の因子分析 
因子数の決定にあたり，MAP（Minimum Average Partial）基準および平行分析により因子数を

探索した結果，MAP 基準で 3 因子，平行分析で 7 因子となった。そのため，3～7 因子を仮定し，
カテゴリカル探索的因子分析を行ったところ，7 因子とした場合にもっとも質的分析によるカテ
ゴリとの親和性が高かった。そのため，7 因子解を採用した。次いで，「.50 以下の因子負荷の項
目は削除，1 つの因子に 3 項目以上の項目が負荷しない場合は因子負荷.30 まで許容」というル
ールに従って対象となる項目を除外し，WLSMV 推定による確証的因子分析を行った。その結
果，モデルの適合度は CFI=.937, TLI=.924，RMSEA=.077, SRMR=.066 と，おおよそ許容範囲内の
値が得られた。最終的な 7 因子は，質的研究によるカテゴリとの整合性を考慮した上で，「専門
職としての不全感」，「生きる意味の問い直し」，「医師への不満」，「患者への没入」，「職務からの
逃避願望」，「専門職としての使命感」，「患者・家族への思いやり」と命名された。 
これら 7 因子の内的一貫性について，各因子における Cronbach の α 係数を算出したとこ

ろ，.75-.92 となり，十分な値を示した。 
 
（4）ProQOL の確証的因子分析 

ProQOL の全項目について確証的因子分析を実施したところ，モデルの適合度は一定の基準に
達しなかった。そのため，先行研究をもとに各因子の因子負荷量上位 3 項目を選抜したモデルを
組み，再度確証的因子分析を行ったところ，適合度は CFI=.99, RMSEA=.08, SRMR=.05 となり，
概ね許容範囲内の値となった。よって，このモデルにもとづき以降の分析を行うこととした。 
 
（5）共感疲労の生起に関わるモデルの検討 
患者に生じた出来事およびそれに対する看護師の認知的反応が，共感疲労をどのように促進

するかについて，線形モデルによる検討を行った。その際，COVID-19 患者に対する看護経験に
よる，看護師の認知的反応および専門職の QOL への影響を統制するため，看護経験の有無（看
護経験もしくは看取り経験のいずれか片方にでも「あり」と回答していれば「有」とする）を共
変量としてモデルに組み入れた。 
すべての関連変数を投入した後，5％水準で有意なパスのみを残したモデル（N=492）の適合

度は，概ね許容範囲内のものであった（CFI=.921，RMSEA=.057，SRMR=.075）。特に共感疲労に
関しては，「患者に生じる出来事」のうち，「医師からの悪い知らせ」が直接的な影響を与えるこ
とが示された（β=.26，p=.003）。さらに，「病状の悪化」，「医師からの悪い知らせ」，「治療の難航」，
「自律性の喪失」という 4 つの出来事は，「生きる意味の問い直し」，「職務からの逃避願望」，「専
門職としての使命感」，「患者・家族への思いやり」という看護師の認知的反応を介して，共感疲
労に間接的な影響を与えることが示唆された。なお，「患者・家族への思いやり」から「共感疲
労」へのパス（β=-.36，p=.001）を除き，すべてのパスは正のパスとなった。一方で，「家族との
すれ違い」という患者の出来事および「専門職としての不全感」，「医師への不満」，「患者への没
入」という看護師の認知的反応については，共感疲労への直接的または間接的な関連は確認され
なかった。 
 
（6）共感疲労予防に関する教育ツールの開発 
共感疲労発生に関わる要因についての上記の研究結果を踏まえ，共感疲労予防に関する教育

ツールを小冊子形式（カラー印刷）で作成した。教育ツールの内容は，①共感疲労の概念説明と
例示，②研究により特定された共感疲労の関連要因，③自らの看護を振り返る際のポイント，の
3 点であった。 
 
（7）まとめ 
 本研究は，①先行研究による質的分析の知見を量的データにより確認すること，特には，患者
のがんにまつわる出来事およびそれに対する看護師の認知的反応と共感疲労との関連について
検討を行うこと，②量的研究による知見をもとに，共感疲労予防に関する教育ツールを作成し，
がん医療領域の看護師に対する根拠に基づいた知見の提供を可能にすること，という 2 つの目
的から構成された。 
 本研究を通して，共感疲労に関わるがん患者の出来事およびそれに対する看護師の認知的反
応が特定され，それによって，特定の出来事を経験する患者を看護する際，共感疲労の予防とい
う観点から気をつけるべきポイントが明確になったといえる。しかし一方で，COVID-19 の影響
により，医療機関に対する質問紙調査の実施が当初の予定通りには進まず，教育ツールの作成ま
では行えたものの，複数の有識者からのヒアリングによるブラッシュアップまでには至らなか
った。よって，そのことは今後に残された課題となる。最後に，本研究のもつ意義としては，学
術的には，日本人を対象として共感疲労の関連要因を実証的に特定した点，また，社会的には，
研究成果を教育ツールとして手に取ることのできるかたちにし，今後，がん医療現場の看護師の
共感疲労予防に繋げることが期待される点が挙げられる。 
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